
１ 次の計算をしましょう。

① ５００ － （１３０ － ３０） ＝ ４００ ② ２５０ ＋ （１５０ － ９０） ＝ 310

③ １００ － （１２ × ３） ＝ 64 ④ ５５ ＋ ２２ × ３ ＝ 121

⑤ ２５０ ＋ （６ × １２） ＝ ３２２ ⑥ ４００ ＋ ４００ ÷ ２５ ＝ 416

⑦ １０ × （1 + 3） ＝ ４０ ⑧ １１ × ２００ ÷ ５ ＝ ４4０

⑨ ８ × ７ ＋ ６ × ２ ＝ 68 ⑩ ８ ÷ ４ ＋ １０ ÷ ２ ＝ 7

⑪ (６ × ３ － ３) ÷ ５ ＝ 3 ⑫ ７ ×（８ － ６） ÷ ２ ＝ 7

計算のきまり（問題１）

問題を
と

解き始める前に『計算の
じゅんばん

順番』を確認するよ。

①
き ほ ん

基本は、左から
じゅんばん

順番に計算する。

②（ ）のある式は、（ ）の中を先に計算する。

③ × や ÷ は、＋ や － より先に計算する。

計算の字はていねいに書こう！

せっかく計算したのに
とちゅう

途中の計算で
ま ち が

間違ったら、ざんねんだよね。

５００ － １００ ＝ ４００ ２５０ + ６０ ＝ 310

1００ － 36 ＝ 64 55 + ６6 ＝ 121

250 + 72 ＝ 322 400 + 16 ＝ 416

10 × ４ ＝ ４0 1１ × ４0 ＝ ４40

56 + 12 ＝ 68

(18 － 3 ) ÷５ ＝ ３

2 + 5 ＝ 7

１５ ÷ ５ ＝ ３

7 × 2 ÷ ２ ＝ 7

14 ÷ 2 ＝ 7



２ 〇、△、□のどれかを入れて計算の式を完成させよう。

① （〇 × △） × □ ＝ 〇 × （ △ × ）

② 〇 × （ △ ＋ □ ） ＝ × △ ＋ × □

③ （ △ － □ ） × 〇 ＝ △ × － □ ×

３ の中にあてはまる数を書きましょう。

① ２０ × ９８ ＝ ２０ × （ - ２ ）

＝ ２０ × － 20 × ２ ＝

② ２５ × ３２ ＝ ２５ × （ × ８ ）

＝ ２５ × ） × ８ ＝ × ８ ＝

計算の順番は中学生でも、高校生でも

使うから、しっかりと覚えようね！

□

〇 〇

〇 〇

100

100 1960

4

4 100 800

すべてかけ算のときはどこから計算をしてもいいよ

両方にかけ算するよ

両方にかけ算するよ

１００-２＝９８

４×８＝３２

100

2000 － 40 = 1960


